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変容のアジェンダ Implicit Relational Assessment 
Procedure (IRAP) に使用した刺激の内容について



2

実験の順序は一致試
行から始める者，不
一致試行から始める
者と，カウンターバ
ランスをとった



変容のアジェンダIRAPの構成
変容のアジェンダIRAPは以下の４つの試行から構成された。

変容のアジェンダ―ポジティブ試行（ラベル刺激「嫌な気持ちをなくそうとすると」，ターゲット刺激
「良くなる，楽になる，解決する」），

変容のアジェンダ―ネガティブ試行（ラベル刺激「嫌な気持ちをなくそうとすると」，タ―ゲット刺激
「悪くなる，辛くなる，苦しくなる」），

アクセプタンス―ポジティブ試行（ラベル刺激「嫌な気持ちを受け入れると」，ターゲット刺激「良く
なる，楽になる，解決する」），

アクセプタンス―ネガティブ試行（ラベル刺激「嫌な気持ちを受け入れると」，ターゲット刺激「悪く
なる，辛くなる，苦しくなる」），

反応選択肢は「はい」と「いいえ」であり，PC画面の右下と左下にランダムに提示された。IRAP得点
が高いほど，個人の変容のアジェンダに関する短時間の即時的な関係反応が強いことを示す。IRAP得点
が低いほど，アクセプタンスに関する短時間の即時的な関係反応が強いことを示す。

練習フェーズは一致試行（一致ブロック：24試行）と不一致試行（不一致ブロック：24試行）を１セッ
トとして，最大４セットを繰り返した。練習フェーズの達成基準は反応潜時の中央値を3,000ms以下とし，
正反応率は80%以上が求められた。

実験参加者が練習フェーズの同一セット内の一致ブロックおよび不一致ブロックのいずれにおいても達
成基準を満たした時点で，本番フェーズへ移行した。本番フェーズは３セットであった。本番フェーズ
においても，中央反応潜時3,000msかつ正反応率80%を意識して回答するように教示した。
中央反応潜時の3,000msという値は予備実験の結果をもとに定めた。
変容のアジェンダIRAPは，Microsoft Visual Basic 6.0で作成されたIRAP課題を用いた（木下・大
月・酒井・武藤，2012）。
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